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皆
様
2
0
1
4
年
､
こ
の
新
し
い
年
を
如
何
お
迎

え
で
し
ょ
う
か
｡

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
ネ
ル
ソ
ン
･
マ
ン
デ
ラ
元
大

統
領
の
死
去
｡
特
定
秘
密
保
護
法
案
の
強
行
採
決
｡

何
れ
も
悲
し
い
出
来
事
で
し
た
｡

年
が
明
け
て
も
､
な
か
な
か
に
寿
い
で
迎
え
る
と

い
う
気
持
ち
に
は
な
れ
ま
せ
ん
｡

マ
ン
デ
ラ
元
大
統
領
は
1
9
9
1
年
に
南
ア
フ

リ
カ
共
和
国
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
(
人
種
隔
離
政

策
)
を
廃
止
さ
せ
､
民
主
化
を
実
現
さ
せ
た
卓
越
し

た
指
導
者
と
し
て
1
9
9
3
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
｡
1
9
9
4
年
大
統
領
に
選
出
さ
れ
､
南
ア

フ
リ
カ
共
和
国
初
の
黒
人
政
権
を
発
足
｡
大
き
な
夢

と
希
望
の
実
現
を
国
際
社
会
に
示
し
た
こ
と
で
世

界
の
カ
リ
ス
マ
と
し
て
歴
史
に
そ
の
名
が
刻
ま
れ
ま

し
た
｡そ

の
功
績
を
､
私
達
は
讃
え
る
と
と
も
に
国
際
社

会
に
お
け
る
実
現
に
向
け
て
の
努
力
を
誓
わ
ね
ば

な
り
ま
す
ま
い
｡

一
方
､
日
本
に
お
け
る
特
定
秘
密
保
護
法
案
深

夜
の
強
行
採
決
｡
空
し
い
悲
し
さ
で
す
｡
国
民
の
多

く
の
意
思
､
国
民
文
化
を
代
表
す
る
人
々
も
反
対
す

る
法
案
を
多
数
の
力
を
行
使
し
て
無
理
強
い
す
る

国
家
の
在
り
様
に
大
き
な
危
機
感
を
抱
い
て
い
ま

す
｡

日
本
の
こ
の
百
年
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
､

明
治
以
降
覇
権
主
義
を
掲
げ
て
近
隣
の
諸
国
と
争

い
､
敗
戦
に
よ
っ
て
全
て
の
利
権
を
失
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
｡
そ
の
凄
ま
じ
い
喪
失
の
総
括
も
な
し
に
､
ま

た
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
も
な
し
に
'
突
き
進
め
ば

こ
の
国
の
行
方
は
危
う
い
も
の
に
な
り
ま
し
ょ
う
｡

太
平
洋
戦
争
以
前
の
戦
争
は
措
い
て
も
､
太
平
洋

戦
争
以
降
の
日
本
の
歴
史
に
如
何
に
誤
り
が
多
い

こ
と
か
､
太
平
洋
戦
争
中
の
大
本
営
発
表
が
如
何
に

欺
瞳
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
か
は
私
の
僅
か
な
体

験
だ
け
で
も
よ
く
理
解
出
来
､
歴
史
が
証
明
し
て
い

ま
す
｡こ

の
上
に
ど
の
よ
う
な
守
る
べ
き
秘
密
が
あ
る

と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
｡
太
平
洋
戦
争
中
の
特
高

(
特
別
高
等
警
察
)
の
暗
躍
は
記
憶
に
新
し
い
所

で
す
｡今

一
つ
､
エ
イ
ズ
で
す
｡
世
界
エ
イ
ズ
レ
ポ
ー
ト

2
0
1
0
年
は
｢
我
々
は
エ
イ
ズ
の
流
行
を
と
め
､

押
し
返
し
て
い
ま
す
｡
｣
と
勝
利
宣
言
を
し
て
､
新
し

い
目
標
を
①
新
し
い
H
-
∨
感
染
者
ゼ
ロ
②
差
別

ゼ
ロ
③
エ
イ
ズ
死
亡
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
し
ま
し
た
｡

そ
し
て
昨
年
､
2
0
1
3
年
の
エ
イ
ズ
レ
ポ
ー
ト
で

は
'
世
界
の
新
し
い
エ
イ
ズ
感
染
者
の
数
は
こ
の
十

年
間
に
3
3
%
減
少
し
た
と
発
表
｡
小
児
の
新
し
い
感

染
者
数
は
2
0
1
5
年
に
は
ゼ
ロ
に
な
る
で
あ
ろ

う
と
予
測
し
て
い
ま
す
｡

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
｡
世
界
を
滅
亡
さ
せ
る
か

も
し
れ
な
い
と
危
憤
さ
れ
た
エ
イ
ズ
｡
人
間
の
英
知

は
そ
の
危
機
を
救
う
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
｡

翻
っ
て
日
本
の
現
状
は
ど
う
で
し
ょ
う
o
同
じ
十

年
間
に
世
界
で
唯
｢
新
し
い
H
I
V
感
染
者
数
が

二
倍
に
､
エ
イ
ズ
発
症
者
数
は
丁
六
倍
に
増
加
し

て
い
ま
す
｡

こ
れ
は
ま
た
ど
う
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
｡
日
本
が

今
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
目
標
は
新
し
い
z
I
>
感

染
者
数
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
｡

昨
年
は
気
象
異
常
も
天
災
も
こ
と
に
厳
し
い
年

で
し
た
｡
そ
の
原
因
で
も
あ
ろ
う
地
球
に
優
し
く
､

世
界
中
の
人
々
が
平
和
に
過
ご
せ
る
日
を
目
指
し

て
､
微
力
を
尽
く
し
た
い
も
の
で
す
｡
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一･･一;i-.!ト

人間関係
道産相続

ノ

身体的苦痛
痛み

他の身体症状
ADLの支陣

i_･遠=-;_---

十

霊的苦痛

/ー
精神的苦痛
不安
いらだち
孤独感　_一･一二÷

恐れ
うつ状倭
怒り

人生の左三昧へのrAjL

価値体系の変化
苦しみの芯味
罪のラ芸識.死の恐怖
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し

痛
み
に
つ
い
て

｢
痛
み
｣
と
聞
い
た
時
に
ど
ん
な
こ
と
を

思
い
浮
か
べ
ま
す
か
?
私
は
､
注
射
を
刺

さ
れ
た
時
の
痛
み
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
｡

国
際
療
病
学
会
は
｢
痛
み
｣
と
は
､
｢
①
実

際
に
何
ら
か
の
組
織
損
傷
が
起
こ
っ
た
時
､

あ
る
い
は
②
組
織
損
傷
が
起
こ
り
そ
う

な
時
､
あ
る
い
は
③
そ
の
よ
う
な
損
傷
の

際
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
､
不
快
な
感
覚

体
験
お
よ
び
情
動
体
験
｣
と
定
義
し
て
い

ま
す
｡
①
と
①
は
､
｢
侵
害
受
容
性
療
病
｣

や
｢
神
経
障
害
性
捧
痛
｣
と
い
い
､
怪
我
を

し
た
と
き
の
痛
み
や
坐
骨
神
経
痛
の
し
び

れ
感
で
､
日
常
的
に
感
じ
て
い
ま
す
｡
③
は
へ

記
憶
の
片
隅
に
残
る
痛
み
で
､
思
い
出
す

と
〝
ゾ
ツ
と
ク
す
る
｢
ト
ラ
ウ
マ
｣
と
い
う
言

葉
に
置
き
換
え
れ
ば
想
像
し
や
す
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
｡

こ
の
よ
う
な
｢
痛
み
｣
に
対
し
て
は
､
消

炎
鎮
痛
薬
(
例
‥
ロ
キ
ソ
二
ン
)
や
神
経
障

害
性
捧
痛
治
療
薬
(
例
‥
U
U
力
)
な
ど

で
対
応
で
き
ま
す
.
し
か
し
､
消
炎
鎮
痛

薬
の
作
用
時
間
は
4
-
6
時
間
で
'
作
用

時
間
を
考
え
る
と
1
日
に
最
低
4
回
の

｢
痛
み
｣
を
自
覚
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

そ
し
て
'
｢
身
体
的
な
痛
み
｣
は
､
｢
精
神
的

な
痛
み
｣
に
移
行
し
ま
す
｡
こ
の
よ
う
に

｢
痛
み
｣
は
､
心
身
と
も
に
生
じ
る
の
で
､

定
期
的
に
内
服
L
t
｢
痛
み
｣
を
感
じ
な
い

こ
と
が
大
事
で
す
｡

世
界
保
健
機
関
は
､
鎮
痛
薬
使
用
法
を

5
原
則
と
し
て
提
案
し
て
い
ま
す
(
図

1
)
｡
そ
し
て
､
薬
剤
に
つ
い
て
3
段
階
で

示
し
て
い
ま
す
(
図
2
)
｡
図
2
で
は
､
｢
痛

み
｣
が
少
し
で
も
あ
れ
ば
'
鎮
痛
薬
を
増

星
､
追
加
し
､
｢
痛
み
｣
を
緩
和
す
る
こ
と

を
推
奨
し
､
オ
ピ
オ
イ
ド
鎮
痛
薬
(
す
な

わ
ち
医
療
用
麻
薬
)
も
積
極
的
に
使
用
す

る
こ
と
も
推
奨
し
て
い
ま
す
｡
こ
れ
は
､
安

全
に
使
用
で
き
る
か
ら
で
す
｡

ま
た
､
図
3
に
示
し
て
い
ま
す
が
､
身

体
的
苦
痛
や
精
神
的
苦
痛
の
他
､
社
会
的

苦
痛
､
霊
的
苦
痛
も
｢
痛
み
｣
で
あ
り
'
合

わ
せ
て
｢
全
人
的
な
痛
み
｣
と
表
現
し
ま

す
｡
｢
痛
み
｣
を
緩
和
す
る
に
は
､
内
科
や

精
神
科
の
医
師
が
処
方
す
る
薬
以
外
に

も
身
近
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
､
市
役
所
の
相
談
窓
口
な

ど
に
相
談
す
る
こ
と
で
緩
和
で
き
る
｢
痛

み
｣
も
あ
り
ま
す
｡

最
後
に
､
｢
痛
み
｣
を
他
人
と
分
か
ち
合

う
こ
と
は
難
し
い
で
す
｡
し
か
し
｢
今
の
痛

み
｣
を
緩
和
し
､
付
随
す
る
｢
他
の
痛
み
｣

も
緩
和
で
き
た
な
ら
､
今
よ
り
｢
幸
せ
｣
を

感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
｡
｢
私
は
今
､

○
○
が
痛
い
で
す
-
｣
と
遠
慮
せ
ず
声
に

出
し
て
く
だ
さ
い
｡
手
伝
え
る
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
｡
　
(
佐
藤
栄
こ



インフォメーション

｢少産少子化対策一加齢と生殖-｣

昨年1 1月21日(木)に開催された定例研修会では､大分大

学名誉教授の宮川勇生先生をお招きして. ｢少産少子化対策
一カロ齢と生殖-｣と題して講演をしていただきました.分かりや

すく大変有意義なお話を聞かせていただき､誠にありがとうご

ざいました｡

以下は宮川先生に執筆していただいた講演の抄録です｡

ヒトの生命に限りがあるように､生殖機能･妊学力もいつまでも

同じようではない｡医療においては､受診者がこのような｢ヒトの

自然史｣や｢生机の自然史｣を知っていれば防ぐことができる諸

問題にしばしば遭遇する｡女性の生殖機能は卵巣の予備能

に依存し､その低下は30歳に始まり､35-40歳で賛明となる｡さ

らに､40歳を超えると不妊･不青の状態となり､その10年後には

閉軽を迎えるoまた､自然妊娠の可能性は44歳でなくなる｡この

ように女性の生殖機能は男件のそれとは大きく異なり､性差が

みられる｡

この50年間における女性の社会環境は､教育､経済､社会

進出などで大きく変化し､また､結婚や妊娠･出産についての考

え方へも影野したo初婚年齢は高齢化/晩婚化し､女性の

2012年の平均初婚年齢は29.2歳､なかでも35歳以上の初鱒

の占める割合は10%を超えている(35-39歳の初婚率:1950年

1.2%､ 1980年2.2%､ 2000年4,5%､ 2010年12.2%) oこのように結

婚年齢が生殖年齢の前半から後半へ移行してきている｡ヒト

の35-40歳､さらにそれ以上の年齢は動物学的には生殖年

齢の末期から老年期にあたる｡また､この年齢では卵巣因子を

はじめ､子宮因子､諸内分泌閃子の機能低下､そして加齢とと

もに増加する女性特有(子宮や卵巣)の疾患や性感染症など

によって生殖機能･妊学力の低下する時期でもある｡しかし､こ

の時期の月経や身体的変化は30歳以前の状態と変わらない

ため､さらに､化粧などにより若々しく保てるため､自身でその低

下を知ることは困難である｡

これまで､少産少子化対策として不妊症や子育て支援が社

会問題となり､医療への経済支接や社会環境の改善策が論

議されてきたが､なかでも不妊治療に対する解決策は体外受

精･肺移植などの｢生殖補助医療｣の進射こ委ねられてきた.

殊に､女性週刊誌に見られる詣齢女優の出産記射などで､40

歳を超えても､いつでもどこででも妊娠･出産できるものと思い違

いしている女性があまりにも多い｡さらに､この時期の生殖機能

の低下は｢_4=.殖補助医療｣で補われていることを多くの女性が

気づいていないし､また､ ｢生碑補助医療｣を過大に評価して

いる｡このような社会環矧こある女性は､結婚年齢も遅くなり､さ

らに､不妊･L'ff療開始の年齢も35歳を超え､20年前より5歳遅れ

講師　宮川勇生先生

ている.そのため､治療対象者の35%が40歳以上でrLT'められ

ている｡

｢生殖補助医療｣に関する多くの報告でも､妊娠率は30故

未満のそれと比較すると25%低下､流産率は高く､児を得る率

は半減する｡さらに､37歳を超えると加速度的に妊娠率は低下

し､加齢が生殖機能･妊学力の障害となっていることは周知の

ことである｡

わが国で2011年に｢生殖補助医癖｣によって生まれた出生

児数は､32.426人で､年間総出生児数の3.1%を占める｡32.4

人に1人は高度の不妊治癖によって生まれていることになるo

また､叔近の報道では2004年に始まった｢生殖補助医療｣

に対する公費助成は､42歳までに6回と年齢制限が加わり､

2016年からの施行が決定された.これは､試度の不妊治療を

行っても､42歳を超えると､受精･着床は困難で､例え妊娠でき

たとしても､流産.早産や染色体異常児の確度が拓く児を得る

ことが困難で､さらに妊娠TTt7]'血比症候群､前置胎盤､常位脂

盤早期剥離などの合併症のため母体の危険を伴うことが多い

ことを意味する｡

一方､医学としての｢ft=.殖補助供療｣はSteptoeとEdward

(1978)による歴史的なヒトの体外,受精･肺移植による妊娠･出

産例の峨矢から35年間にめざましい進歩を遂げ続けてきてい

る｡しかし､その技術も臨床応用の領域ではほほ到達点に達し､

これ以上の向上は期待できない｡

さらに､大きな視点から我が国の将来人口をみると､ 1953年

に8.698万人で､ 1967年に10,000万人を超えた人目は2048年

には9.913万人､2060年には1953年以前の人口の社会となる｡

これから不妊で悩む夫軸を少なくするためにも､また､不妊治

療の効果を上げるためにも､さらに少産少子化対策としても､

｢生殖補助医療｣の長足の進歩の影で臣は去りにされてきた

感のある｢女性の生殖機能に関する白然史の教育｣が､今こ

そ蒐祝されねばならない時期にある｡



インフォメーション

｢南海トラフ巨大地震への

I

備えについて｣

講師

神志那責雅先生

昨年10月10日(木)の定例研修会では当院の医療安全

対策教育の一環として､大分県生活環境部防災危機管理

課参p*神志那貴雅先生と､大分県福祉保健部医療政策

課課長補佐笹原良Iii'先生に､ご講演いただきました｡

虫初に講演された神志那先生のお話では､まず般近の大

分県の災害の特性として､気象災害の9割は台風､梅雨､低

気圧による水害､土砂災害であること｡そして､何かと話裾の

南海トラフ地定については､今後30年以内に60-70%の確

率で発生し､いつ自分の身に起きてもおかしくないという危機

感を常日頃から持っておく必要性があるとのこと｡また､地衣

発生から5分以内に高台などに避難することで死者数が推

定で97%軽減とするという被害想定があり､まずは｢逃げる｣

ことが重安であると話されました｡大分県の備えとしては､地

域ごとのu頃からの避難訓練支援や災害･避難情報配倍な

ど､大規模災害におけるいろいろな対策や体制を整備して

いることを知りました｡

｢災害医療体制の

整備について｣

講師

笹原良宣先生
▼

続いて笹原先生のお話では､災害医療体制について､平

成7年1月17日の阪神･淡路大庄災の教訓から､災害時の応

揺協定の締結､情報ネットワークの構築､東災時に医療を提

供する病院の整備など本格的な対応が始まつたとのことo束

日本大震災や近年の災害から､大分県では災害拠点病院

の指定､広域災卦救急医療情報システム(EMIS)の整備,

災害派遣医療チーム(大分DMAT)を整備するなど､今まで

の実続や活動について詳しく教えていただき､大変勉強にな

りましたo

今後の災害対策として､ "備えあれば雇いなし"の精神で

臼然災害には早めの対応を心がけたいと思いました｡

お忙しい中ご講演下さいました神意那先生､笹原先生､

誠にありがとうございました｡　　　(文171掘出和幸)

｢感染症対策について
～大分市の感染症の現状～｣

講師　渡蓮加央里先生

昨年9月19日(木)の定例研修会は､大分市保健所健康

課感牡症対策担当劫1:.保健師の渡追加央里先生を.削耐二

迎え｢感染症対策について｣をテーマに､大分市の感染症

の現状をお話していただきました｡

結核については70歳以上の感染者が多く､現在でも催恩

率は少なくないというお話がありました｡結核菌への妹壷削二

安全城はなく､リスクゼロでは決してないことや､試齢者の肺

結核早期診断が困難であること､発生時の対応が亜要であ

ることなどを説明されました｡

また､腸管仙tIl性大腸菌やこれから流行する感染性円腸

炎についての特徴や対策についても具体的にお話がありま

した｡感染防止のため､手洗いやマスク着用など標準的予

防措置を徹底することが重要であるとのことでした｡

今回の研帽会で学んだことを実践していき､今後も感染症

対策をしっかりと行っていきたいと思います｡渡出先生お忙し

い中､貴重なご講演をありがとうございました｡

(文諜　′ト代裕;-jS)

了

′

し
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｢笑って元気
～お互いさま～｣ ′

講師　矢野大和先生

昨年9月12日(木)の定例研修会は労働安全衛生教育の
一環として､おおいた観光特使である矢野大和先生をお迎

えして｢笑って元気～お互いさま～｣という演題で､心の健康

についての口演を聞かせていただきました｡

1997年に初めて矢野先生を当院にお招きして以来､今回

で5回目の口演となりました｡矢野先生の口演は毎回大好評

で､皆さんこの日を心待ちにしていました｡

当日は職員をはじめ入院患者さんにもお集まりいただき､満

員となった会場の中､今回も期待通りの楽しいお話をお聞き

することができ､会場は終始笑いの渦に包まれました｡

先生には日常生活での体験談を基に､信頼関係を築くた

めに心がけなければならないことやコミュニケーション術につ

いて､わかりやすくお話していただきました｡人の話を聞くとき

は｢相手の目を見て､領く｡｣という行為で意思表示をすること

で､お互いの意思の疎通ができ､話し手も気持ち良く話しや

すくなるということを教えていただきました｡

穀後に､話題を一つ続編にしておくと聞き手が興味や期

待感を持ち､再び話を聞きたくなる､といった袈技的話術も教

えていただきました｡

意放して相手を思いやることや､ちょっとした気配りをするこ

とで人間関係がスムーズにいくという､日常心がけるべきお話

も随所に聞くことができ､大変勉強になりました｡

先生の優しいお人柄を感じる､またユーモアあふれたお話

で､あっという間の1時間でした｡出席された皆さんは身も心も

満足して笑顔で会場を後にしていましたo

(文京　中島三枝)
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創立33周年記念式典
0            0
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永iF勤続去.影井

大分記念病院創立33周年の記念式典が､昨年1 2月5日(木)当院の

多目的ホールで行われました｡

まず始めに豊田理事長から挨拶があり､病院の年譜をスライドを交え

ての説明がありました｡引き続き､今年度の永年勤続者33名の表彰が行

われました｡

永年勤続表彰者は以下の通りです｡ (敬称略)

■30年勤続(2名)

外地美津子(看護部)棄美幸(香護部)

■25年勤続(2名)

中島三枝(臨床検査料)森永富美(香護部)

120年勤続(1名)

岩崎信子(臨床検査科)

受f3者を代表して､臨床検査科の岩崎信子さんが

謝辞を述べました｡

最後に､昨年6月1 6日以降に入社した園田圭子さ

ん､佐々木宍里子さんから自己紹介の一言スピーチが

あり､式典は終了となりました｡

■15年勤続(目名)

宮川ミカ(看護部)木下恵(香護部)金田美紀(看護郡)

田遵かおり(看護部)竹下郁美(看護部)西田匡世(看護部)

小野干香子(看護部)古谷悟千(リハビリテーション科)

大塚干寿(医療事務課)秦由紀乃(竹田クリニック看護部)

山口清美(竹田クリニック栄養科)

■1 0年勤続(7名)

河野美佳(看護部)遠藤由香里(香護部)

前田哲志(リハビリテーション科)永沼舞(放射線科)

安東浩子(医療事務課)河野美鈴(竹田クリニック看護部)

粟生干寿子(竹田クリニック栄養科)

■5年勤続(目名)

住江昭啓(診療郭)小原えみ(看護郡)宮成美子(香護部)

池永梨莱(香護部)安井早苗(香護部)豊田瞳(臨床工学室)

尾辻健太(医療福祉相談室)金森博美(リハビリテーション科)

高橋奈美江(栄養科)後藤尚美(竹田クリニック看護部)

備
隼
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リレー･フォー･ライブ

大分201 3
リレーフォー･ライフとは､がん患者さんやご家族そし

て支援している方々が公園やグラウンドを会場にして交

代で24時間にわたり歩き続けることで､ ｢がん征圧｣へ

の願いや｢がん｣に対する理解､そして秤を深め合うチャ

リティーイベントです｡

その始まりは､ 1 985年にアメリカ人外科医が､がん

患者さんを励まし｢対がん運動組織｣に寄付することを

目的に､ ｢がんは24時間眠らない｣ ｢がん患者は24時間

闘っている｣をメッセージとしてフィールドを24時間走

ったことによるものです｡

今回6回目となるリレー･フォーライフ大分は､ 9月1 4

日(土)午前1 1時から15日(日)午前1 1時まで､大分ス

ポーツ公園｢大芝生広場｣で開催されました｡前日の準

備段階から天候に恵まれ､今回は延べ5700名と過去

最大の参加者があり､ ｢あなたの笑顔に会いたくて｣のス

ローガンにふさわしい大会となりました｡

当院スタッフのチーム｢PEACE OF HEART｣は､

初回から毎年参加していますが､今回もチームフラッグ

を元気よく掲げて1周41 0mのコースを交代で歩きま

した｡

また､チームテントの企画では今回もバナナの販売を

しました｡大変な反響があり､初日の午後には完売しまし

た｡他にも屋台やゲームなどの出店が多く､ステージで

はダンスパフォーマンスやバンド演奏などが催され､賑

やかにイベントを盛り上げていました｡

夕暮れになると会場の照明が消され､ルミナリ工(キャ

ンドルライト)に灯がともりました｡歩道を優しく照らし

て､とても幻想的な風景に感動させられ温かい気持ちに

なりました｡

サハイパーの方や参カロされた方々との交流もあり､最

後まで笑顔の絶えることのない大会となりました｡来年

もまた｢壷iなたの笑顔に会いたくて｣歩き続けたいと思

います｡　　　　　　　　　　　(文琵　三浦英洋)
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忘年会

昨LE･'-12)114FI (十.) 19時30分より大分レンブラントホテルで

大分記念病院の忘年会が1井目捉されましたo

LTLtHL光姓の開会挨拶と末友先生の乾杯の奇説で始まり､そ

れぞれのテ-フルで壕非な料理を味わいながら歓(,炎していると､

恒例の新入職員の余興がスタ-ト｡

竹川クリニックのスタッフによる｢クリスマスソング｣でオープニン

グを飾り,爺,lLいて1聯スタッフと佐藤栄一先tl:.の.Ll､のぴったり介っ

たIIJl愛らしいダンスでAKB48｢恋するフォーチューンクッキー｣ o

そして,茄濯部スタッフが元'}心とくSMAPの｢JOY!｣をufI'Jれば､

航I架_T_学範の3人は失J:占X=零封｢キネンノミカタ､トウセキシツカ

ラキマシタ｣で切れの良いパフォーマンス｡ゴ-ルドのドレスがとて

もゴージャスで､ステージを卜りた後もしばらく会場に紫をはえてい

ました｡Jll後に､レクレーション委員泣E']らステージに上がって

BO(∂WY (ボウイ)の｢ONLY YOU｣を軟い､さながらライブ会場

のように脚)上がった校､トリを飾ったのは与l'I院お別独みの歌姫

K棟02EIHほど熱nir11して､盛大な拍手と射こ余興を締めくくりましたo

一息ついたところで'/E芥のビンゴゲームが始まり､ Hll'lTl%巡っ

てのJfE lf,e戦が繰り広げられました｡11-i-後はTJIJJE什先生の例会挨

拶､そしてll''J井先El三のLJj故L-I llfnlで林をrylじましたo

今年は､大分記念病院もまた

新たな-少を踏み目す飛相星

の年となります｡より-肘､硯

El lrl比･の杵を潔め､末刺こ

向かって),Ftっ舵ぐに歩んで

いくつもりです｡

ヽ
ヽ

｢篭さき去裂とう這いま嘉昨年は2020年東京夏季オリン

巨ニーdT-=}二.東上■　ユースがある一方で､高EEl名営理事

長が巻頭言で述べているように､南

ア共和国のマンデラ元大統領死去,

巨r.tl.I:. I_TL_I. -:tもー:::I.L :'l:i;'-
f

!大型台風災害など災害に対して考え

させられる出来事も起こりました｡

巨大地震への備えについての講

演会記事にもありますように､今-
■　度身の回りの状況を把握し､自然災

持㌶認諾,L問えてみては
今年度もどうぞよろしくお願いい

:たします｡  (広報委員長　堀田)

四E] El E3E]

腐りのマスタード和え
材料(2人分)　　　　　　　告ねぎ

ぶり(かたまり) --150g　しょうが

砂糖･  ･小さじ2　鷹の爪(小口切り)-l/2本分

濃口醤油････小さじ2　サラタ了由･･･　･-大さじ2

酒･･･ ････大さじ2　塩･･･　　　=　ひとつまみ

にんにく-　･･1片　粒マスタード･　小さじ2

小さじl　古しそ　　　　　　　2枚｣

作り方

①ぶりのブロックを長めの棒状となるよう､ 2-3等分に切り分ける｡

④にんにくは麺棒などで押しつぶし､ Aの調味料と一緒に混ぜ合わせ

ておく｡清潔などニー)L/袋にAとG)を入れて挟み込み､ 20分程度

沸け込んでおくo

㊥青ねぎは長さ3cmの斜め切り､しょうがは極細の線切りにし､鹿の

爪と一緒に.耐熱ガラス製かステンレス製のボウルに合わせておく｡

④サラダ油を入れた鍋を火にかけL煙が出るまで熱する.煙が出てき

たサラタ油を③の育ねぎ､しょうが､鹿の爪の上に､全体に行き渡る

ように回し掛ける｡そこに塩を加え､全体を混ぜておく｡

㊨ ②のぶりをビニール袋から出し､キッチンペーパーで水気をふき取

り､斜めにスライスする｡

㊨ ④のボウルに①を入れてよく混ぜ合わせ､粒マスタードと縁切りに

した青しそを入れ､軽く混ぜ合わせる.味を見て､足りなければatけ

汁を加えて味を調整する｡

※使用する魚は､旬の脂の乗った青魚､サーモンなどでも良いですa

●ぶりは生活習dt病､把億力低下.認知症を予防するIPA､ DHAの宝庫

ぶりは脂肪が多く､濃厚な味わいの赤身魚ですo脂肪にはIPA(イ

コサペンタエン酸)やDHA(ドコサヘキサエン酸)がたっぷり含まれ

ています｡IPAは､血液の流れをスムーズにし､血圧を下げるほか､悪

玉コレステロールを除き､善玉コレステロールを増やす働きや､中性

脂肪値を下げたり､胃腸や皮膚などの炎症を予防しますo動脈硬化､

心肪梗塞､脳卒中､高血圧などの疾患の予防に役立ちます｡ DHAは､

記憶力の低下を防ぐ効果があるとされています｡また､狭心症､高血

圧､脂質異常症などの予防や改善にも効果が見込まれています｡T=

だし､脂肪が多くカロリーは高いため､食べ過ぎは肥満につながって

しまいますo

がん.Til.者さんやそのご家族､介.遜援助者の方々の交流会です○ 

｢ルー.フォー.ライフ 防ll-jlJW7iF_=TbZ1 冑以��c9?ｩvｩ?ｨﾍ�｣��｣��ﾓ�#｣���
当院1階多目的ホールで開催しています○ 
-般の方もご自由にご参加くださいo会矧ま不要ですo 

医療法人　大分‡己念病院

I頭取El l )私達は病院各部門が一致協力して.患者中心のチーム医療を実践することにより､患者満

足度と幸福に貢献します.

2)私達は常に診療レベルと看護ケアの向上を図ると共に地域住民に安全で良質の医療を提

供します｡

3)私達は地域の医療･福祉機関との緊密な連携を保ちながら地域完結型医療を実践します｡

Ei-i5轟嗣l l )専門的医療レベルと医のアートを兼ね備えた医矧こよる全人的医療を患者の皆様に提供

します｡

2)患者の皆様の立場に立って､信頼と安全の確保に全力を尽くします｡

3)患者の皆様の満足度を高めるべく､心のこもった医療サービスに努めます｡

大分記念病院ホームページはこちらから 大分記念病院
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